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　『ひとりのしあわせ　みんなの幸せ』－社協の看板標語で私たちの願い、目標です。

　皆さま、こんにちは。社協です。毎日お元気ですか。今年度も元気にスタートしました。よろしくお願い

致します。（４月１日現在職員数５９名）

　さてこの標語、文字通りですが、一人ひとりのしあわせがみんなの幸せをつくる、ひとりがみんなを思い、

みんながひとりを大切にする、という心と姿勢が込められています。木を見て森を見よ、でしょうか。心に

刻んで参ります。

　社協は町民、地域の皆様の支えによって成り立ち、皆様が会員になって頂き、会費を運営の力にさせて頂

いている公的性格をもつ大きな組織です。使命役割と活動内容は、広く深いもの。

　福祉に関するご相談、ご利用どうぞお気軽に社協にお声掛け下さい。　飯島町社会福祉協議会長　織田信行
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平成27年度　飯島町社協の予算概要
その他 131（0.6％）

会費・寄付金等 591（2.9％）

補助金1,669（8.3％）

受託金 636（3.1％）

就労支援収入
407（2％）

就労支援支出
432（2.1％）

助成・負担金等
111（0.5％） その他 444（2.1％）

固定資産 596（2.8％）

人件費
14,876（70.9％）

介護保険事業
12,486（59.4%）

事業（務）費
4,519（21.5％）

介護保険等収入
16,773（83％）

収入計  20,207

財源…収入の内訳

支出計  20,978

使いみち…支出の内訳
支出計  21,003

事業別の支出

障害福祉サービス事業
3,709（17.7％）

補助受託事業
781（3.7％）

地域福祉事業
4,027（19.2％）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

※内部取引消去後 ※内部取引消去前
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●高齢者の福祉
１ 社協介護セミナー、社協介護者元気回復事業
２ 生活管理指導員派遣事業＊
３ 軽度生活援助事業＊
４ 生きがい活動支援通所事業＊
５ 日常生活用具貸与事業
６ 安心コール事業
７ 給食サービス事業
８ 一二三睦会の開催
９ 福祉バス運行事業
10あいあい運動の援助
11ふれあいいきいきサロンの支援
●障がい者の福祉
１ ひまわりの会開催
２ 「希望の旅」事業への協力
●相談事業
１ 心配ごと相談所の開設（原則毎月18日）
２ 司法書士無料法律相談の開設（4月、７月、10月、１月）
●児童・青少年の福祉
１ 小中学生福祉体験教室（スリーハート塾）の開催
２ 福祉教育普及校の指定事業　七久保小学校

●生活支援事業・その他の事業
１ 厚生資金貸付事業
２ 「生活福祉資金貸付制度」の斡旋
３ 金銭管理・財産保全サービス事業
４ 日常生活自立支援事業
５ 共同募金配分事業
６ 戦傷病没者追悼式の実施　7月2日（木）
７ 日本赤十字社飯島町分区の活動
８ 共同募金会飯島町支会の活動

福祉サービス事業の推進

地域自立支援事業所
こまくさ園の運営
「こまくさ指定相談支援事業」の運営

「こまくさ園」の運営

＊は町からの受託事業

平成27年度　事業計画
「ともに生きる福祉の町づくり」をめざして
「社協のこころ『いいじま』」の理念のもと、地域の皆様に信頼され、密着した福祉事業を
目指した活動に努めて参ります。

●地域福祉
１ 地域ふれ“愛”ネットワーク事業の推進
２ ボランティア活動の推進
３ 第３回「飯島町社会福祉大会」の開催
    平成28年2月21日（日）
４ 地区福祉懇談会
５ 第23回「ふれあい広場」の開催
    9月6日（日）（文化館）
６ 第24回「ボランティアクリスマス交流会」の開催
７ 有償福祉サービス事業の推進
８ 福祉有償運送事業
９ 福祉車両貸出しサービス
10 各種情報誌の発行
11 支え合いマップの更新

地域福祉事業の推進

●障がい者自立支援
１ 居宅介護支援（ヘルパー派遣）
●介護保険事業
１ 居宅介護支援（ケアマネージメント）
２ 訪問介護（ヘルパー派遣）
３ 通所介護（デイサービス）

介護保険・障害福祉サービス事業の推進

第２回 飯島町社会福祉大会

第２２回 ふれあい広場

小中学生福祉体験教小中学生福祉体験教室室
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国
際
活
動

赤
十
字
奉
仕
団
活
動

災
害
救
護
活
動

救
急
法
等
の
講
習
会

日赤社資納入のお願い

共同募金目録贈呈式
　４月１４日（火）に行われた区長、総代・自治会長にて、「共同募金配

分決定目録贈呈式」を行いました。これは、平成２６年度赤い羽根共

同募金「安心・安全な町づくり活動支援公募配分事業」に申請され、

審査の結果、配分決定された団体の皆様へ共同募金、県および飯島

町支会長（織田社協会長）より授与されました。

　なお、本年度もこの配分事業は計画されております。公募が始ま

りましたら、申請対象団体の皆様にはご案内させていただきますの

で、各団体内でご検討の上、ご活用下さい。

配分対象事業団体名

避難所用物品整備事業七久保区

負傷者・障がい者等移動用物品整備事業七久保公民館

避難所用物品整備事業日曽利

避難所用物品整備事業赤坂グリーンヒル自治会

避難所用物品整備事業春日平耕地自主防災会

避難所用物品整備事業柏木自治会

　日赤長野県支部飯島町分区では、5～6月にかけて、赤十字活動資金（日赤社資）の募集を行います。今
年も町民の皆様のあたたかいご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願いします。

赤十字の活動は、皆さまからお寄せいただく
活動資金によって支えられています。
世界で苦しんでいる人のために、わたしたちにできることは何だろう。

苦しんでいる人がいる限り、助けたいという愛の力を私たちは信じています。
赤十字活動資金にご協力をお願いします。
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平成27年度飯島町ボランティアセンター事業計画

収集ボランティア
●書き損じはがき　●古切手収集

ボランティア活動への支援・充実

ボランティア事業 社協事業への協力

ボランティア活動の啓発と広報
●ボランティア情報誌「さくらそう」の発行
　第158号～第163号　社協報「ふくし」に綴じ込み
　年６回発行　全戸配布

１２月５日（土）

　午後５時より
　成人大学センター

福祉教育の推進
●スリーハート塾・対象 小学３年生～中学３年生まで
●福祉教育指定校・七久保小学校

ボランティアの相談・斡旋・調整
●ボランティアをしたい・してもらいたい調整
●ボランティア団体の育成・支援・調整
●ボランティア活動に関する相談や苦情
●ボランティア保険の加入手続き

●９月６日（日）　文化館
　・ボランティアコーナー
　・ふれあいステージ ・フリーマーケット
　・各種体験コーナー・喫茶 ほか

●平成28年2月21日（日）
　文化館　大ホール
　基調講演・社協表彰ほか

●耕地・自治会を単位として「共働」「会費制」
「身近な集会所で」を基本にボランティアさ
んが関わり高齢者の楽しみの場・集いの場
を作っていく。

一人暮らしの高
齢者または高齢者
世帯の方に対して
、ボランティアさ
んが電話をかけ安
否確認をします。

６５歳以上の一人暮ら
し、又は７５歳以上の高齢
者世帯の方に月１～２回昼
食にお弁当をお届けしま
す。（１８回／年）１食３００円

ボランティアセンターの充実
●ボランティアセンター
　運営委員会　年２～３回
●登録ボランティア情報交換

研修会等について
●第32回上伊那ブロックボランティア交流研究集会
（飯島町当番）平成28年１月３１日（日）　会場：飯島町文化館

ボランティア講座の開講
●レクリエーション講座

詳しい事につ
いてはお問合
せ下さい

第１５８号

　

安
心
コ
ー
ル
は
協
力
会
員
が
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
ま
た
は
七
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
に
安
否
確
認
の
た
め
に
電
話
を

入
れ
て
も
ら
う
事
業
で
「
声
を
聞
く
だ
け

で
顔
が
わ
か
ら
な
い
」
と
の
意
見
を
い
た

だ
き
年
一
回
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
千
人
塚
へ
お
花
見
に
出
か
け
、

天
気
も
良
く
湖
水
の
回
り
を
歩
き
な
が
ら

進
む
と
春
風
に
乗
っ
て
桜
の
花
び
ら
が
ハ

ラ
ハ
ラ
と
舞
っ
て
来
て
と
て
も
ス
テ
キ
で

し
た
。
町
内
の
花
々
を
車
中
よ
り
眺
め
て

石
楠
花
苑
に
到
着
。

　

お
弁
当
な
ど
を
囲
み
早
速
、
自
己
紹
介

を
し
た
り
し
て
話
し
が
は
ず
み
ま
し
た
。

協
力
員
さ
ん
は
「
顔
が
わ
か
っ
て
顔
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
話
し
が
で
き
る
か
ら
う

れ
し
い
わ
」
と
利
用
者
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
ず
お
願
い
し
ま
す
」
と
無
事

交
流
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

桜
ふ
ぶ
き
が
ス
テ
キ
!!

テテ
スス

きき
が

ぶぶぶ

桜桜
ふ

キキ
!!!

桜
ふ
ぶ
き
が
ス
テ
キ
!!

安
心
コ
ー
ル
交
流
会
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なじみはあっても、一見ポロポロしていて食べにく

そうな、いり豆腐を紹介します。

　青田をわたる風もさわやかに吹き、かえるの合唱が響き渡る季節になりました。

　

暖
か
く
な
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利

用
者
様
も
活
動
的
に
、
自
分
の
お
好
き
な

こ
と
を
見
つ
け
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

塗
り
絵
、俳
句
、

書
道
な
ど
、
時
に

は
伴
奏
が
な
い
の

が
残
念
な
く
ら
い

の
歌
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
活
け

た
お
花
を
き
れ
い
に
飾
り
な
お
し
て
く
れ

た
り
、
チ
ラ
シ
で
の
箱
作
り
な
ど
皆
さ
ん

生
き
生
き
と
し
て
動
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

そ
の
作
品
が
並
ん
で
い
る
の
は
、
石
楠

花
苑
の
長
い
廊
下
。
塗
り
絵
も
４
月
に
は

『
桜
』、
５
月
に
は
『
鯉
の
ぼ
り
』
と
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

書
道
や
俳
句

を
詠
ん
で
く
れ

た
作
品
に
も
、

皆
さ
ん
足
を
止

め
眺
め
て
い
ま

す
。
楽
し
み
の

場
所
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

“かむ、のみこむ、おいしく、たべやすく”

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

いり豆腐の材料（一人分）

絹ごし豆腐 ………1/4丁

干し椎茸 ……………１枚

人参 …………………10g

さやえんどう ………３枚

溶き卵 …………1/3個分

ごま油 …………大さじ１

水溶き片栗粉 …小さじ２

 作り方

①鍋にごま油を熱し豆

腐、椎茸、人参を炒

める。

②鍋にＡを入れ弱火で1

分煮る。溶き卵を加え

混ぜ、火が通ったら、

さやえんどうを加え

て最後に水溶き片栗粉

でとろみをつける。

 準備

・豆腐は手で粗くほぐし茹で、布巾

を敷いたザルに上げる。

・干し椎茸は水に浸して戻し、軸を

除いて２mm幅の千切りにする。

・人参は３cmの長さに、さやえんど

うは、筋を取り茹で千切りにする。

　溶き卵を

加えてふん

わりまと

め、さらに水溶き片栗粉で

とろみをつけるので、む

せやすい人も注意すれば

無理なく食べることがで

きます。 A
砂糖………小さじ１／２
しょうゆ…少量
塩

　

新
年
度
に
な
り
、
皆
さ
ん
益
々
、
お

元
気
で
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お

越
し
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
は
七
和
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

そ
ば
の
会
の
那
須
野
市
雄
さ
ん（
新
田
）

が
そ
ば
打
ち
の
実
演
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
昼
食
に
温
か
い
お
つ
ゆ
で
お
そ
ば

を
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
の
味
に
舌

鼓
を
打
ち
、
目
の
前
で
打
っ
て
く
れ
た

そ
ば
だ
か
ら
余
計
、
美
味
し
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
は
お
花
見
に
行
き
ま
す
。
ま
た
、

６
月　

日
の
町

２８

主
催
の
健
康
福

祉
大
会
に
展
示

す
る
作
品
を
会

員
の
方
か
ら
意

見
や
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
頂
き

製
作
中
で
す
。

　

ど
ん
な
作
品

が
出
来
る
か
好
ご
期
待
！
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
作
品
を
見
に
来
て
下
さ
い
。

電
話　
　

－

５
５
１
１

８６

携
帯　

０
９
０－

４
１
５
３－

０
４
３
４
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社協居宅介護支援
事業所だより

社協居宅介護支援
事業所だより

社協居宅介護支援
事業所だより No.54

　

平
成　

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

２７

し
た
。
今
年
度
も
社
協
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
で
は
、
地
域
の
皆
様

が
安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
よ
う
、

一
緒
に
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
各
事
業
に
つ

い
て
、
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

「
介
護
保
険
事
業
」
で
は
、
介
護

を
必
要
と
す
る
方
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
可
能
な
限
り
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
ご
本
人
様
・
ご
家
族
様
と

相
談
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や

地
域
資
源
な
ど
を
組
合
せ
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

を
作
成
し
、
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

「
元
気
回
復
事
業
」
で
は
、
介
護

者
の
皆
さ
ま
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や

情
報
交
換
の
機
会
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
男
性
介
護
者
の
会
」
も
内
容
を
深

め
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

「
介
護
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
社
協

の
や
ら
ま
い
か
講
座
の
一
環
と
し

て
開
催
を
予
定
し
、
地
域
の
皆
様

が
介
護
の
不
安
を
解
消
し
た
り
、

福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
介
護
に
関
す
る

相
談
や
福
祉
用
具
の
短
期
無
償
貸

出
な
ど
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま

ず
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
少

し
で
も
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
ま

す
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

地域自立支援事業所

こまくさ通信こまくさ通信こまくさ通信 86 ̶６１７２
86̶６２８５FAX

　

今
年
の
春
は
一
気
に
花
々
が
咲
き
乱
れ
ま
さ
に
百
花
繚
乱
♪
お
花

見
は
一
度
に
色
々
な
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

こ
ま
く
さ
園
で
も
作
業
の
合
間
に
２
時
間
程
の
ミ
ニ
バ
ス
ハ
イ
ク
で

近
隣
の
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
を
廻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
花
よ
り
団
子
」
お
土
産
も
買
う
こ
と
も
で
き
、
美
味
し
い
お
弁

当
も
い
た
だ
き
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ま
く
さ
園
の
自
主
製
作
商
品
紹

こ
ま
く
さ
園
の
自
主
製
作
商
品
紹
介介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
お
願
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
お
願
い　

　

「
花
ふ
き
ん
」
晒
し
布
に
刺
し
子
を
施
し
た

も
の
で
す
。

　

仕
上
が
る
ま
で
に
は　

工
程
ほ
ど
あ
り
利

１０

用
者
さ
ん
が
得
意
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す

が
。
刺
し
子
の
部
分
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
ひ
と
針
ひ
と
針
心
を
こ
め
刺
し
て
い
た
だ

き
素
敵
な
絵
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

こ
の
刺
し
子
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。「
花
ふ
き
ん
」
の
刺

し
子
を
し
て
下
さ
る
方
、
是
非
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●連絡先

　こまくさ園
　　 ☎ ８６－６１７２

　社会福祉協議会
　　 ☎ ８６－５５１１

社協においでになった時に、担
当下平までお声をかけてくださ
い。よろしくお願いいたします。
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◇
地
区
福
祉
懇
談
会

　

６
月　

日（
木
）　

飯
島
地
区

１１

　
　
　

時　

分　
　

飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

１９

３０

　

６
月　

日（
火
）　

田
切
地
区

２３

　
　
　

時　

分　
　

田
切
公
民
館

１９

３０

　

７
月
８
日（
水
）　

本
郷
地
区

　
　
　

時　

分　
　

本
郷
公
民
館

１９

３０

　

７
月　

日（
木
）　

七
久
保
地
区

２３

　
　
　

時　

分　
　

七
久
保
林
業
セ
ン
タ
ー

１９

３０

◇
戦
傷
病
没
者
追
悼
式

　

７
月
２
日（
木
）　

午
前　

時
～

１０

　
　

飯
島
町
文
化
館
大
ホ
ー
ル

◇
給
食
サ
ー
ビ
ス

　

５
月
８
日
（
金
）
・　

日
（
木
）

２８

　

６
月　

日
（
火
）

１６

　

７
月
１
日
（
水
）
・　

日
（
水
）

２２

善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと

善
意
を
あ
り
が
と
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし

ご
ざ
い
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

●
寄
付
金

　

飯
島
町
商
工
会
女
性
部　

様 

●
寄
贈
品

　

飯
島
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会　

様

　

ご
厚
意
を
深
く
感
謝
し
、
福
祉
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

飯
田
市
下
久

堅
に
８
人
兄
弟

の
次
女
と
し
て

生
ま
れ
た
今
枝

さ
ん
、
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら

時
又
の
製
糸
工
場
に
働
き
に
行

き
ま
し
た
が
、
戦
争
の
激
し
い

時
代
で
、
働
く
ば
か
り
だ
っ
た

と
言
い
ま
す
。

　

同
じ
飯
田
の
生
ま
れ
の
ご
主

人
と
結
婚
し
、
飯
島
に
居
を
構

え
、
新
聞
配
達
を
す
る
ご
主
人

と
駄
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
、
本
な

ど
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
梨
の

袋
貼
り
の
内
職
な
ど
を
し
な
が

ら
店
番
を
し
、
ご
主
人
が
戦
争

に
行
っ
て
い
た
時
は
二
人
の
子

供
と
家
を
守
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

店
は
近
所
の
お
ば
さ
ん
達
が

集
ま
っ
て
は
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
と
サ
ロ

③

小林　今枝 さん
（１０２歳）

（大正元年１１月２５日生れ）

事
務
局
長 

幸　

村　

憲　

治

事
務
局
次
長
兼
庶
務
係
長 

 

知　

久　

佳
世
子

企
画
事
業
係
長 

城　

取　

み
ゆ
き

通
所
介
護
事
業
所
係
長 

芦　

部　

美
奈
子

正
規
職
員 

塩　

澤　
　
　

歩

　
  
〃 

小　

林　

靖　

予

役
場
教
育
委
員
会
出
向 

酒　

井　

武　

志

宮　

下　
　
　

寛
（
役
場
健
康
福
祉
課
長
へ
就
任
）

唐　

澤　
　
　

泉
（
通
所
介
護
事
業
所
介
護
員
）

片　

桐　

邦　

彦（
通
所
介
護
事
業
所
運
転
手
）

吉　

川　

恵　

子（
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

小　

池　
　
　

操

（
地
域
自
立
支
援
事
業
所  
こ
ま
く
さ
園
）

上　

原　

み　

ほ

（
地
域
自
立
支
援
事
業
所  
こ
ま
く
さ
園
）

　

た
く
さ
ん
の
講
座
や
教
室
を
企
画
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
都
度
チ
ラ
シ
を
お
配
り

し
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

① 
や
ら
ま
い
か
講
座

　

健
康
麻
雀　

５
月
下
旬　

社
協
に
て

② 
ス
リ
ー
ハ
ー
ト
塾

　

児
童
、
生
徒
さ
ん
を
対
象
に
し
た
福
祉

体
験
教
室
で
す
。

ン
状
態
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
広
小
路

に
店
を
移
し
、
本
屋
を
主
に
荷

物
の
配
達
な
ど
も
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
の
広

小
路
が
一
番
賑
や
か
だ
っ
た
と
、

懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
は
住
ま
い
も
広
小
路
か
ら

離
れ
、出
掛
け
る
こ
と
も
な
く
、

家
で
過
ご
し
時
間
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、町
の
広
報
「
い
い

じ
ま
未
来
飛
行
」や
社
協
報
「
ふ

く
し
」
は
毎
回
楽
し
み
に
し
て

い
て
隅
々
ま
で
し
っ
か
り
読
む

そ
う
で
す
。

　

飯
島
に
は
飯
田
か
ら
お
嫁
に

来
る
人
も
多
か
っ
た
の
で
よ
か
っ

た
と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
余

暇
に
読
み
物
を
読
ん
だ
り
し
て
、

ま
す
ま
す
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

６６
月月
～～
７７
月月
行行
事事
予予
定定

職

員

紹

介

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

社会福祉協議会にて受付中東日本大震災災害義援金
ネパール地震災害義援金

◆
各
種
講
座
、
教
室
生
募
集


